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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１周波数で送信を行う一方で第２周波数で受信を行うＦＤＤ方式の無線通信と、前記
 第１周波数で送信及び受信を行うＴＤＤ方式の無線通信とに対応した無線機であって、
　前記第１周波数の信号を送信処理する送信回路部と、
　前記第１周波数の信号を受信処理する第１受信回路部と、
　前記第２周波数の信号を受信処理する第２受信回路部と、
　アンテナに接続されると共に、前記第１周波数の帯域に通過特性を持つ第１フィルタ及
 び前記第２周波数の帯域に通過特性を持つ第２フィルタを有する分波部と、
　前記送信回路部からの信号を分岐して前記分波部及び前記第１受信回路部へ出力すると
 共に、前記分波部からの受信信号を前記第１受信回路部へ出力する経路切替部とを備え
、
　前記分波部は、前記第１フィルタ側に前記経路切替部が接続されると共に、前記第２フ
 ィルタ側に前記第２受信回路部が接続されており、
　前記第１受信回路部を、ＦＤＤ方式及びＴＤＤ方式の送信フィードバックと、ＴＤＤ方
 式の受信とに用いることを特徴とする無線機。
【請求項２】
　請求項１に記載の無線機において、
　前記第１受信回路部は、第１前段増幅器と、前記第１周波数の帯域に通過特性を持つ第
 １前段フィルタと、歪補償用の帯域に通過特性を持つ第１後段フィルタと、第１後段増
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幅 器とを有し、
　前記第２受信回路部は、第２前段増幅器と、前記第２周波数の帯域に通過特性を持つ第
 ２前段フィルタと、受信用の帯域に通過特性を持つ第２後段フィルタと、第２後段増幅
器 とを有しており、
　前記送信回路部からの信号を前記第１受信回路部側に分岐した信号を、前記第１前段フ
 ィルタで処理した後に前記第１後段フィルタ及び前記第１後段増幅器で処理し、
　前記第１周波数で受信した信号を、前記第１前段増幅器及び前記第１前段フィルタで処
 理した後に前記第２後段フィルタ及び前記第２後段増幅器で処理し、
　前記第２周波数で受信した信号を、前記第２前段増幅器及び前記第２前段フィルタで処
 理した後に前記第２後段フィルタ及び前記第２後段増幅器で処理することを特徴とする
無 線機。
【請求項３】
　第１周波数で送信を行う一方で第２周波数で受信を行うＦＤＤ方式の無線通信と、前記
 第１周波数で送信及び受信を行うＴＤＤ方式の無線通信とに対応した無線機による無線
通 信方法であって、
　前記無線機は、
　前記第１周波数の信号を送信処理する送信回路部と、
　前記第１周波数の信号を受信処理する第１受信回路部と、
　前記第２周波数の信号を受信処理する第２受信回路部と、
　アンテナに接続されると共に、前記第１周波数の帯域に通過特性を持つ第１フィルタ及
 び前記第２周波数の帯域に通過特性を持つ第２フィルタを有する分波部と、
　前記送信回路部からの信号を分岐して前記分波部及び前記第１受信回路部へ出力すると
 共に、前記分波部からの受信信号を前記第１受信回路部へ出力する経路切替部とを備え
、
　前記分波部は、前記第１フィルタ側に前記経路切替部が接続されると共に、前記第２フ
 ィルタ側に前記第２受信回路部が接続されており、
　前記第１受信回路部を、ＦＤＤ方式及びＴＤＤ方式の送信フィードバックと、ＴＤＤ方
 式の受信とに用いることを特徴とする無線通信方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の無線通信方法において、
　前記第１受信回路部は、第１前段増幅器と、前記第１周波数の帯域に通過特性を持つ第
 １前段フィルタと、歪補償用の帯域に通過特性を持つ第１後段フィルタと、第１後段増
幅 器とを有し、
　前記第２受信回路部は、第２前段増幅器と、前記第２周波数の帯域に通過特性を持つ第
 ２前段フィルタと、受信用の帯域に通過特性を持つ第２後段フィルタと、第２後段増幅
器 とを有しており、
　前記送信回路部からの信号を前記第１受信回路部側に分岐した信号を、前記第１前段フ
 ィルタで処理した後に前記第１後段フィルタ及び前記第１後段増幅器で処理し、
　前記第１周波数で受信した信号を、前記第１前段増幅器及び前記第１前段フィルタで処
 理した後に前記第２後段フィルタ及び前記第２後段増幅器で処理し、
　前記第２周波数で受信した信号を、前記第２前段増幅器及び前記第２前段フィルタで処
 理した後に前記第２後段フィルタ及び前記第２後段増幅器で処理することを特徴とする
無 線通信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＴＤＤ（Time Division Duplex；時分割複信）方式及びＦＤＤ（Frequency 
 Division Duplex；周波数分割複信）方式の無線通信システムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、送信と受信で異なる周波数を用いるＦＤＤ方式の無線通信を行うＦＤＤ無線シス
 テムと、送信と受信で同じ周波数を用いるＴＤＤ方式の無線通信を行うＴＤＤ無線シス
テ ムが実用に供されている。
　周波数の有効利用の観点から、準ミリ波以上の周波数帯では近接する周波数帯でＴＤＤ
 無線システムとＦＤＤ無線システムが利用されているが、ＴＤＤ無線システムに対応し
た ＴＤＤ無線機とＦＤＤ無線システムに対応したＦＤＤ無線機との共存は、アンテナと
無線 機間のフィルタ構成の違いにより、従来技術では実現が非常に難しかった。
【０００３】
　これは、ＴＤＤ無線機では、フィルタの通過特性が送信と受信で周波数が同じであるの
 に対し、ＦＤＤ無線機では、フィルタの通過特性が送信と受信で周波数が異なるので互
い の周波数を分けるデュプレクサーを用いる構成であるためである。仮にＴＤＤ／ＦＤ
Ｄ共 用無線機を実現しようとしても、デュプレクサーを回避するために、ＲＦラインの
取り回 しが複雑化したり、ＲＦスイッチを多用することとなり、消費電力の増大もしく
は受信特 性の低下など、いずれかの無線システムを犠牲にする必要があった。このよう
に、１台の 無線機でＦＤＤ無線システムとＴＤＤ無線システムの両方に対応することは
困難であり、 ベースバンド部は共通にできても無線部は個々のシステム毎に搭載する構
成であったため 、無線機が大型化・高コスト化していた。
　このため、実際には、ＴＤＤ無線システムとＦＤＤ無線システムとで別々の無線機が用
 いられてきた。
【０００４】
　なお、ＦＤＤ方式とＴＤＤ方式での共用に関する発明としては、例えば、ＦＤＤ方式及
 びＴＤＤ方式のいずれの通信方式にも適用でき、有効データ区間を精度よく反映した遅
延 調整を実現する歪補償装置の発明などが提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－５８９１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記のような従来の事情に鑑みて為されたものであり、ＴＤＤ方式の無線通
 信とＦＤＤ方式の無線通信に１台で対応できる無線機を簡易な構成で実現することを目
的 とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記の目的を達成するために、無線機を以下のように構成した。
　すなわち、第１周波数で送信を行う一方で第２周波数で受信を行うＦＤＤ方式の無線通
 信と、前記第１周波数で送信及び受信を行うＴＤＤ方式の無線通信とに対応した無線機
で あって、前記第１周波数の信号を送信処理する送信回路部と、前記第１周波数の信号
を受 信処理する第１受信回路部と、前記第２周波数の信号を受信処理する第２受信回路
部と、 アンテナに接続されると共に、前記第１周波数の帯域に通過特性を持つ第１フィ
ルタ及び 前記第２周波数の帯域に通過特性を持つ第２フィルタを有する分波部と、前記
送信回路部 からの信号を分岐して前記分波部及び前記第１受信回路部へ出力すると共に
、前記分波部 からの受信信号を前記第１受信回路部へ出力する経路切替部とを備え、前
記分波部は、前 記第１フィルタ側に前記経路切替部が接続されると共に、前記第２フィ
ルタ側に前記第２ 受信回路部が接続されており、前記第１受信回路部を、ＦＤＤ方式及
びＴＤＤ方式の送信 フィードバックと、ＴＤＤ方式の受信とに用いることを特徴とする
。
【０００８】
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　このように、本発明に係る無線機では、ＦＤＤ方式及びＴＤＤ方式の送信フィードバッ
 クと、ＴＤＤ方式の受信とを、共通の回路部で処理できるよう構成してある。従って、
Ｔ ＤＤ方式の無線通信とＦＤＤ方式の無線通信に１台で対応できる無線機を簡易な構成
で実 現することができる。
【０００９】
　ここで、一構成例として、前記第１受信回路部は、第１前段増幅器と、前記第１周波数
 の帯域に通過特性を持つ第１前段フィルタと、歪補償用の帯域に通過特性を持つ第１後
段 フィルタと、第１後段増幅器とを有し、前記第２受信回路部は、第２前段増幅器と、
前記 第２周波数の帯域に通過特性を持つ第２前段フィルタと、受信用の帯域に通過特性
を持つ 第２後段フィルタと、第２後段増幅器とを有しており、前記送信回路部からの信
号を前記 第１受信回路部側に分岐した信号を、前記第１前段フィルタで処理した後に前
記第１後段 フィルタ及び前記第１後段増幅器で処理し、前記第１周波数で受信した信号
を、前記第１ 前段増幅器及び前記第１前段フィルタで処理した後に前記第２後段フィル
タ及び前記第２ 後段増幅器で処理し、前記第２周波数で受信した信号を、前記第２前段
増幅器及び前記第 ２前段フィルタで処理した後に前記第２後段フィルタ及び前記第２後
段増幅器で処理する ようにしてもよい。
　これにより、ＴＤＤ方式の無線通信でもＦＤＤ方式の無線通信でも無線特性の劣化を抑
 えることができ、無線機の小型化及び高効率化を実現することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ＴＤＤ方式の無線通信とＦＤＤ方式の無線通信に１台で対応できる無
 線機を簡易な構成で実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施例に係る無線機の構成例を示す図である。
【図２】本発明の第２実施例に係る無線機におけるＦＤＤ方式の送受信動作及びＴＤ Ｄ
方式の送信動作について説明する図である。
【図３】本発明の第２実施例に係る無線機におけるＴＤＤ方式の受信動作について説 明
する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明に係る無線機について、図面を参照して説明する。
　本発明に係る無線機は、概略として、ＦＤＤ無線システムに対応した送信ＤＰＤ（Digi
 tal Pre-Distortion；デジタルプリディストーション）歪補償付き無線機の構成に、送
信 ＤＰＤ用フィードバック信号を抽出するために送信出力とデュプレクサー間にサーキ
ュレ ータを設けてある。送信増幅器が発生する非線形歪は、多値ＱＡＭ（Quadrature Am
plitu de Modulation；直角位相振幅変調）の通信品質を大きく劣化させるため、ＤＰＤ
信号処 理と信号のピーク電圧を抑圧する信号処理を行うことによって非線形歪を打ち消
す手法が 、無線基地局で一般に用いられている。
【００１３】
　図１には、本発明の第１実施例に係る無線機の構成例を示してある。
　第１実施例の無線機は、デジタル信号処理部（ＤＰＤ含む）１と、ＤＡコンバータ２及
 び送信部５を有する送信系と、ＡＤコンバータ３及びＤＰＤ用受信部６を有する第１受
信 系と、ＡＤコンバータ４及び受信部７を有する第２受信系と、サーキュレータ８と、
デュ プレクサー９と、アンテナ１０とを備える。
【００１４】
　本無線機は、ＴＤＤ方式及びＦＤＤ方式の無線通信システムの両方に対応しており、事
 前のモード設定によりＴＤＤ方式又はＦＤＤ方式のいずれで動作させるかを選択できる
。 なお、ＴＤＤ方式又はＦＤＤ方式のいずれで動作させるかをスイッチ操作等によりユ
ーザ が適宜選択できるようにしてもよい。
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　ここで、ＦＤＤ方式の無線通信では、送信に周波数ｆ１を用いる一方で受信に周波数ｆ
 ２を用い、ＴＤＤ方式の無線通信では、送信及び受信に周波数ｆ１を用いることとする
。
【００１５】
　サーキュレータ８は、送信部５に接続された第１ポートと、デュプレクサー９に接続さ
 れた第２ポートと、ＤＰＤ用受信部６に接続された第３ポートとを有する。
　送信部５から第１ポートに入力される送信信号は、第２ポートからデュプレクサー９に
 出力される。また、デュプレクサー９から第２ポートに入力される受信信号は、第３ポ
ー トからＤＰＤ用受信部６に出力される。また、第１ポートに入力された送信信号は、
全て が第２ポートから出力されるのではなく、その一部が第３ポート側に漏れる。すな
わち、 第１ポートに入力された送信信号の一部が、アイソレーションポートである第３
ポートを 通じて減衰されて、帰還信号としてＤＰＤ用受信部６にも出力される。
【００１６】
　デュプレクサー９は、通過域及び阻止域が異なる周波数特性を持つ第１フィルタ及び第
 ２フィルタを有しており、サーキュレータ８及び受信部７とアンテナ１０との間に設け
ら れる。第１フィルタは、周波数ｆ１の帯域に通過特性を持つ一方で周波数ｆ２の帯域
に阻 止特性を持ち、サーキュレータ８側に接続される。第２フィルタは、第１フィルタ
とは逆 に、周波数ｆ２の帯域に通過特性を持つ一方で周波数ｆ１の帯域に阻止特性を持
ち、受信 部７側に接続される。
【００１７】
　すなわち、送信部５からサーキュレータ８を通じて入力される送信信号（周波数ｆ１）
 は、第１フィルタを通過してアンテナ１０へ出力される。また、アンテナ１０から入力
さ れる受信信号は、ＴＤＤ方式の受信信号の場合には、周波数ｆ１なので第１フィルタ
を通 過して、サーキュレータ８を通じてＤＰＤ用受信部６へ出力される。一方、ＦＤＤ
方式の 受信信号の場合には、周波数ｆ２なので第２フィルタを通過して受信部７へ出力
される。
【００１８】
　まず、本例の無線機によるＦＤＤ方式の送受信動作について説明する。
　デジタル信号処理部１で生成された送信変調信号は、ＤＡコンバータ２でアナログ信号
 に変換され、送信部５で所要の周波数（周波数ｆ１）にアップコンバート後、必要な電
力 に増幅される。
　送信部５の出力信号の一部は、サーキュレータ８の第３ポート（アイソレーションポー
 ト）を通じて減衰され、帰還信号としてＤＰＤ用受信部６へ出力される。ＤＰＤ用受信
部 ６に入力された帰還信号は、周波数のダウンコンバート後、増幅されて、後置のＡＤ
コン バータ３でデジタル信号に変換され、デジタル信号処理部１にフィードバックされ
る。
【００１９】
　デジタル信号処理部１は、ＤＰＤ用受信部６を経由してフィードバックされた帰還信号
 に基づいて、内部のＤＰＤ部で、ＡＭ／ＡＭ（振幅対振幅）特性、ＡＭ／ＰＭ（振幅対
位 相）特性の逆特性の送信変調信号を発生させる。
　これにより、結果的に、送信部５での電力増幅により発生する非線形歪がキャンセルさ
 れた送信変調信号が生成され、サーキュレータ８とデュプレクサー９を通過してアンテ
ナ １０より無線送信される。
【００２０】
　一方、アンテナ１０から入力される受信信号は、送信周波数とは違う周波数ｆ２である
 ため、デュプレクサー９を通じて送信信号とは異なる側に分波されて、受信部７へ出力
さ れる。受信部７に入力された受信信号は、増幅され、周波数のダウンコンバート後、
増幅 されて、後置のＡＤコンバータ４でデジタル信号に変換され、デジタル信号処理部
１へ出 力される。
　デジタル信号処理部１は、受信部７を経由して入力された個々の受信信号を処理する。
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　なお、無線機をＦＤＤ方式で動作させる場合には、送信が低出力のときや、低出力送信
 機でＤＰＤを動作させなくても通信品質が保たれるのであれば、ＤＰＤ用受信部６の電
源 をＯＦＦにすることで低消費電力化を図ることができる。
【００２１】
　次に、本例の無線機によるＴＤＤ方式の送受信動作について説明する。
　デジタル信号処理部１で生成された時間分割送信変調信号は、ＤＡコンバータ２でアナ
 ログ信号に変換され、送信部５で所要の周波数（周波数ｆ１）にアップコンバート後、
必 要な電力に増幅される。なお、送信データが無い時間は、電力増幅に用いる増幅器の
電源 をＯＦＦにすることで受信特性の劣化を低減することができる。
　送信部５の出力信号の一部は、サーキュレータ８の第３ポート（アイソレーションポー
 ト）を通じて減衰され、帰還信号としてＤＰＤ用受信部６へ出力される。ＤＰＤ用受信
部 ６に入力された帰還信号は、周波数のダウンコンバート後、増幅されて、後置のＡＤ
コン バータ３でデジタル信号に変換され、デジタル信号処理部１にフィードバックされ
る。
【００２２】
　デジタル信号処理部１は、ＤＰＤ用受信部６を経由してフィードバックされた帰還信号
 に基づいて、内部のＤＰＤ部で、ＡＭ／ＡＭ特性、ＡＭ／ＰＭ特性の逆特性の送信変調
信 号を発生させる。
　これにより、結果的に、送信部５での電力増幅により発生する非線形歪がキャンセルさ
 れた送信変調信号が生成され、サーキュレータ８とデュプレクサー９を通過してアンテ
ナ １０より無線送信される。
【００２３】
　一方、アンテナ１０から入力される時間分割受信信号は、送信周波数と同じ周波数ｆ１
 であるため、デュプレクサー９を通じて送信信号と同じ側に分波されて、サーキュレー
タ ８を通じてＤＰＤ用受信部６へ出力される。ＤＰＤ用受信部６に入力された受信信号
は、 増幅され、周波数のダウンコンバート後、増幅されて、後置のＡＤコンバータ３で
デジタ ル信号に変換され、デジタル信号処理部１へ出力される。
　デジタル信号処理部１は、ＤＰＤ用受信部６を経由して入力された個々の受信信号を処
 理する。
　なお、無線機をＴＤＤ方式で動作させる場合には、受信部７は使用しないので、受信部
 ７の電源をＯＦＦにすることで低消費電力化を図ることができる。
【００２４】
　以上のように、第１実施例に係る無線機は、周波数ｆ１で送信を行う一方で周波数ｆ２
 で受信を行うＦＤＤ方式の無線通信と、周波数ｆ１で送信及び受信を行うＴＤＤ方式の
無 線通信とに対応している。本無線機は、周波数ｆ１の信号を送信処理する送信部５と
、周 波数ｆ１の信号を受信処理するＤＰＤ用受信部６と、第２周波数の信号を受信処理
する受 信部７と、アンテナ１０に接続されると共に、周波数ｆ１の帯域に通過特性を持
つ第１フ ィルタ及び周波数ｆ２の帯域に通過特性を持つ第２フィルタを有するデュプレ
クサー９（ 分波部）と、送信部５からの信号を分岐してデュプレクサー９及びＤＰＤ用
受信部６へ出 力すると共に、デュプレクサー９からの受信信号をＤＰＤ用受信部６へ出
力するサーキュ レータ８（経路切替部）とを備える。デュプレクサー９は、第１フィル
タ側にサーキュレ ータ８が接続されると共に、第２フィルタ側に受信部７が接続されて
おり、ＤＰＤ用受信 部６を、ＦＤＤ方式及びＴＤＤ方式の送信フィードバックと、ＴＤ
Ｄ方式の受信とに用い るように構成されている。
【００２５】
　このような構成により、多値ＱＡＭにおいて低消費電力で送信するためのプリディスト
 ーションを動作させながら、ＴＤＤ方式及びＦＤＤ方式での送受信が可能である。従っ
て 、ＴＤＤ方式の無線通信とＦＤＤ方式の無線通信に１台で対応できるＴＤＤ／ＦＤＤ
共用 無線機を提供することができる。また、ＲＦラインの取り回しが複雑化したり、Ｒ
Ｆスイ ッチを多用することもなく、簡易な構成でＴＤＤ／ＦＤＤ共用無線機を実現する
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ことがで きる。
【００２６】
　次に、ＴＤＤ、ＦＤＤの特性を向上させる応用例について説明する。
　図２～３には、本発明の第２実施例に係る無線機の構成例を示してある。
　第２実施例の無線機は、デジタル信号処理部（ＤＰＤ含む）１と、ＤＡコンバータ２及
 び送信回路部（１３，１６，１９，２５）を有する送信系２９と、ＡＤコンバータ３及
び 第１受信回路部（２６，２３，２２，２０，１７，１４，２７，１１）を有する第１
受信 系３０と、ＡＤコンバータ４及び第２受信回路部（２４，２１，１８，１５，２８
，１２ ）を有する第２受信系３１と、サーキュレータ８と、デュプレクサー９と、アン
テナ１０ とを備える。
【００２７】
　送信回路部は、ローパスフィルタ１３と、ミキサ（送信アップコンバータ）１６と、バ
 ンドパスフィルタ１９と、送信増幅器２５とを有しており、第１実施例の送信部５に対
応 する。
　第１受信回路部は、ＲＦスイッチ２６と、ロー帯域外ノイズ増幅器２３と、ＲＦスイッ
 チ２２と、バンドパスフィルタ２０と、ミキサ（ＤＰＤ用ダウンコンバータ）１７と、
Ｒ Ｆスイッチ１４と、ＤＰＤ帯域バンドパスフィルタ２７と、ＩＦ増幅器１１とを有し
てお り、第１実施例のＤＰＤ用受信部６に対応する。
　第２受信回路部は、ロー帯域外ノイズ増幅器２４と、バンドパスフィルタ２１と、ミキ
 サ（受信用ダウンコンバータ）１８と、ＲＦスイッチ１５と、受信帯域バンドパスフィ
ル タ２８と、ＩＦ増幅器１２とを有しており、第１実施例の受信部７に対応する。
【００２８】
　ＲＦスイッチ１４は、ミキサ１７とＤＰＤ帯域バンドパスフィルタ２７とを接続するか
 、ミキサ１７と受信帯域バンドパスフィルタ２８とを接続するかを切り替える。
　ＲＦスイッチ１５は、ミキサ１７と受信帯域バンドパスフィルタ２８とを接続するか、
 ミキサ１８と受信帯域バンドパスフィルタ２８とを接続するかを切り替える。
　ＲＦスイッチ２２，２６は、第２受信回路部に入力された信号をロー帯域外ノイズ増幅
 器２３で増幅するか否かを切り替える。
【００２９】
　まず、本例の無線機によるＦＤＤ方式の送受信動作について図２を参照して説明する。
　デジタル信号処理部１で生成された送信変調信号は、ＤＡコンバータ２でアナログ信号
 に変換され、ＤＡコンバータ２で発生するスプリアスと帯域外ノイズを低減するローパ
ス フィルタ１５を通過させる。その後、後置のミキサ１６で所要の周波数（周波数ｆ１
）に アップコンバートされ、ミキサ１６で発生するスプリアスと帯域外ノイズを減衰さ
せるバ ンドパスフィルタ１９を通過させ、送信増幅器２５で必要な電力に増幅される。
【００３０】
　送信回路部の出力信号の一部は、サーキュレータ８の第３ポート（アイソレーションポ
 ート）を通じて減衰され、帰還信号として第１受信回路部へ出力される。ＦＤＤ方式の
送 受信時は、常時、ロー帯域外ノイズ増幅器２３を経由しないようにＲＦスイッチ２２
，２ ６が設定されており、帯域外ノイズ増幅器２３をスルーパスして、後置のミキサ１
７で発 生するスプリアスと帯域外ノイズを減衰させるバンドパスフィルタ２０を通過さ
せた後に 、ミキサ１７で周波数をダウンコンバートする。ＦＤＤ方式の送受信時は、常
時、ミキサ １７とＤＰＤ帯域バンドパスフィルタ２７とを接続するようにＲＦスイッチ
１４が設定さ れており、ＤＰＤ帯域バンドパスフィルタ２７を通過させてＤＰＤ帯域外
のスプリアスや ノイズが低減され、ＩＦ増幅器１１で増幅されて、後置のＡＤコンバー
タ３でデジタル信 号に変換され、デジタル信号処理部１にフィードバックされる。
【００３１】
　デジタル信号処理部１は、第１受信回路部を経由してフィードバックされた帰還信号に
 基づいて、内部のＤＰＤ部で、ＡＭ／ＡＭ特性、ＡＭ／ＰＭ特性の逆特性の送信変調信
号 を発生させる。
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　これにより、結果的に、送信増幅器２５での電力増幅により発生する非線形歪がキャン
 セルされた送信変調信号が生成され、サーキュレータ８とデュプレクサー９を通過して
ア ンテナ１０より無線送信される。
【００３２】
　一方、アンテナ１０から入力される受信信号は、送信周波数とは違う周波数ｆ２である
 ため、デュプレクサー９を通じて送信信号とは異なる側に分波されて、第２受信回路部
へ 出力される。第２受信回路部に入力された受信信号は、ロー帯域外ノイズ増幅器２４
で増 幅され、後置のミキサ１８で発生するスプリアスと帯域外ノイズを減衰させるバン
ドパス フィルタ２１を通過させた後に、ミキサ１８で周波数をダウンコンバートする。
ＦＤＤ方 式の送受信時は、常時、ミキサ１８と受信帯域バンドパスフィルタ２８とを接
続するよう にＲＦスイッチ１５が設定されており、受信帯域バンドパスフィルタ２８を
通過させて受 信帯域外のスプリアスやノイズが低減され、ＩＦ増幅器１２で増幅されて
、後置のＡＤコ ンバータ４でデジタル信号に変換され、デジタル信号処理部１へ出力さ
れる。
　デジタル信号処理部１は、第２受信回路部を経由して入力された個々の受信信号を処理
 する。
【００３３】
　次に、本例の無線機によるＴＤＤ方式の送信動作について図２を参照して説明する。
　デジタル信号処理部１で生成された時間分割送信変調信号は、ＤＡコンバータ２でアナ
 ログ信号に変換され、ＤＡコンバータ２で発生するスプリアスと帯域外ノイズを低減す
る ローパスフィルタ１５を通過させる。その後、後置のミキサ１６で所要の周波数（周
波数 ｆ１）にアップコンバートされ、ミキサ１６で発生するスプリアスと帯域外ノイズ
を減衰 させるバンドパスフィルタ１９を通過させ、送信増幅器２５で必要な電力に増幅
される。 なお、送信データが無い時間は、送信増幅器２５の電源をＯＦＦにすることで
受信特性の 劣化を低減することができる。
【００３４】
　送信回路部の出力信号の一部は、サーキュレータ８の第３ポート（アイソレーションポ
 ート）を通じて減衰され、帰還信号として第１受信回路部へ出力される。ＦＤＤ方式の
送 受信時は、送信データがある時間においては、ロー帯域外ノイズ増幅器２３を経由し
ない ようにＲＦスイッチ２２，２６が設定されており、帯域外ノイズ増幅器２３をスル
ーパス して、後置のミキサ１７で発生するスプリアスと帯域外ノイズを減衰させるバン
ドパスフ ィルタ２０を通過させた後に、ミキサ１７で周波数をダウンコンバートする。
ＦＤＤ方式 の送受信時は、送信データがある時間においては、ミキサ１７とＤＰＤ帯域
バンドパスフ ィルタ２７とを接続するようにＲＦスイッチ１４が設定されており、ＤＰ
Ｄ帯域バンドパ スフィルタ２７を通過させてＤＰＤ帯域外のスプリアスやノイズが低減
され、ＩＦ増幅器 １１で増幅されて、後置のＡＤコンバータ３でデジタル信号に変換さ
れ、デジタル信号処 理部１にフィードバックされる。
【００３５】
　デジタル信号処理部１は、第１受信回路部を経由してフィードバックされた帰還信号に
 基づいて、内部のＤＰＤ部で、ＡＭ／ＡＭ特性、ＡＭ／ＰＭ特性の逆特性の送信変調信
号 を発生させる。
　これにより、結果的に、送信増幅器２５での電力増幅により発生する非線形歪がキャン
 セルされた送信変調信号が生成され、サーキュレータ８とデュプレクサー９を通過して
ア ンテナ１０より無線送信される。
【００３６】
　次に、本例の無線機によるＴＤＤ方式の受信動作について図３を参照して説明する。
　アンテナ１０から入力される時間分割受信信号は、送信周波数と同じ周波数ｆ１である
 ため、デュプレクサー９を通じて送信信号と同じ側に分波されて、サーキュレータ８を
通 じて第１受信回路部へ出力される。ＴＤＤ方式の送受信時は、送信データが無い時間
にお いては、ロー帯域外ノイズ増幅器２３を経由するようにＲＦスイッチ２２，２６が
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設定さ れており、帯域外ノイズ増幅器２３で増幅させ、後置のミキサ１７で発生するス
プリアス と帯域外ノイズを減衰させるバンドパスフィルタ２０を通過させた後に、ミキ
サ１７で周 波数をダウンコンバートする。ＴＤＤ方式の送受信時は、送信データが無い
時間において は、ミキサ１７と受信帯域バンドパスフィルタ２８とを接続するようにＲ
Ｆスイッチ１４ ，１５が設定されており、受信帯域バンドパスフィルタ２８を通過させ
て受信帯域外のス プリアスやノイズが低減され、ＩＦ増幅器１２で増幅されて、後置の
ＡＤコンバータ４で デジタル信号に変換され、デジタル信号処理部１へ出力される。
【００３７】
　デジタル信号処理部１は、第１受信回路部の前半部分と第２受信回路部の後半部分を経
 由して入力された個々の受信信号を処理する。
　なお、無線機をＴＤＤ方式で動作させる場合には、ロー帯域外ノイズ増幅器２４とミキ
 サ１８は使用しないので、ロー帯域外ノイズ増幅器２４とミキサ１８の電源をＯＦＦに
す ることで低消費電力化を図ることができる。
【００３８】
　以上のように、第２実施例に係る無線機は、周波数ｆ１で送信を行う一方で周波数ｆ２
 で受信を行うＦＤＤ方式の無線通信と、周波数ｆ１で送信及び受信を行うＴＤＤ方式の
無 線通信とに対応している。本無線機は、周波数ｆ１の信号を送信処理する送信回路部
と、 周波数ｆ１の信号を受信処理する第１受信回路部と、第２周波数の信号を受信処理
する第 ２受信回路部と、アンテナ１０に接続されると共に、周波数ｆ１の帯域に通過特
性を持つ 第１フィルタ及び周波数ｆ２の帯域に通過特性を持つ第２フィルタを有するデ
ュプレクサ ー９（分波部）と、送信回路部からの信号を分岐してデュプレクサー９及び
第１受信回路 部へ出力すると共に、デュプレクサー９からの受信信号を第１受信回路部
へ出力するサー キュレータ８（経路切替部）とを備える。デュプレクサー９は、第１フ
ィルタ側にサーキ ュレータ８が接続されると共に、第２フィルタ側に第２受信回路部が
接続されており、第 １受信回路部を、ＦＤＤ方式及びＴＤＤ方式の送信フィードバック
と、ＴＤＤ方式の受信 とに用いるように構成されている。
【００３９】
　より具体的には、第１受信回路部は、ロー帯域外ノイズ増幅器２３と、バンドパスフィ
 ルタ２０と、ＤＰＤ帯域バンドパスフィルタ２７と、ＩＦ増幅器１１とを有し、第２受
信 回路部は、ロー帯域外ノイズ増幅器２４と、バンドパスフィルタ２１と、受信帯域バ
ンド パスフィルタ２８と、ＩＦ増幅器１２とを有しており、送信回路部からの信号を第
１受信 回路部側に分岐した信号を、バンドパスフィルタ２０で処理した後にＤＰＤ帯域
バンドパ スフィルタ２７及びＩＦ増幅器１１で処理し、周波数ｆ１の受信信号を、ロー
帯域外ノイ ズ増幅器２３及びバンドパスフィルタ２０で処理した後に受信帯域バンドパ
スフィルタ２ ８及びＩＦ増幅器１２で処理し、周波数ｆ２の受信信号を、ロー帯域外ノ
イズ増幅器２４ 及びバンドパスフィルタ２１で処理した後に受信帯域バンドパスフィル
タ２８及びＩＦ増 幅器１２で処理するように構成されている。
【００４０】
　このような構成により、ＴＤＤ方式の無線通信とＦＤＤ方式の無線通信に１台で対応で
 きるＴＤＤ／ＦＤＤ共用無線機を提供することができる。また、ＴＤＤ方式の無線通信
で もＦＤＤ方式の無線通信でも無線特性の劣化を抑えることができ、小型、高効率のＴ
ＤＤ ／ＦＤＤ共用無線機を実現することができる。
【００４１】
　ここで、本発明に係るシステムや装置などの構成としては、必ずしも以上に示したもの
 に限られず、種々な構成が用いられてもよい。
　例えば、上記実施例では、本発明に係る分波部として、デュプレクサー９を用いている
 が、周波数ｆ１の帯域に通過特性を持つ第１フィルタ及び周波数ｆ２の帯域に通過特性
を 持つ第２フィルタを有する他の回路素子を用いても構わない。
　また、上記実施例では、本発明に係る経路切替部として、サーキュレータ８を用いてい
 るが、送信回路部からの信号を分岐してデュプレクサー９及び第１受信回路部へ出力す
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る と共に、デュプレクサー９からの受信信号を第１受信回路部へ出力する他の回路素子
を用 いても構わない。
【００４２】
　また、本発明は、例えば、本発明に係る処理を実行する方法や方式、このような方法や
 方式を実現するためのプログラムや当該プログラムを記憶する記憶媒体などとして提供
す ることも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本発明は、端末機器から無線基地局（例えば携帯電話基地局）、無線エントランス等の
 低出力から高出力の無線機、低周波からミリ波帯までの種々のＦＤＤ無線システム及び
Ｔ ＤＤ無線システムに適用することができる。
【符号の説明】
【００４４】
　１：デジタル信号処理部（ＤＰＤ含む）、　２：ＤＡコンバータ、　３，４：ＡＤコン
 バータ、　５：送信部、　６：ＤＰＤ用受信部、　７：受信部、　８：サーキュレータ
、
　９：デュプレクサー、　１０：アンテナ、　１１，１２：ＩＦ増幅器、　１３：ローパ
 スフィルタ、　１４，１５，２２，２６：ＲＦスイッチ、　１６：ミキサ（送信アップ
コ ンバータ）、　１７：ミキサ（ＤＰＤ用ダウンコンバータ）、　１８：ミキサ（受信
用ダ ウンコンバータ）、　１９，２０，２１：バンドパスフィルタ、　２３，２４：ロ
ー帯域 外ノイズ増幅器、　２５：送信増幅器、　２７：ＤＰＤ帯域バンドパスフィルタ
、　２８ ：受信帯域バンドパスフィルタ、　２９：送信系、　３０：第１受信系、　３
１：第２受 信系
 

【図１】 【図２】
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